
チケット一般発売初日の販売開始時間
［  9:00～］ ●文化フォーラム春日井2階・文化情報プラザ／窓口販売
［10:00～］ ●かすがい市民文化財団／電話・インターネット予約
 ●チケットぴあ／スポット・電話予約・ 
 　　　　　　　コンビニ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）での直接購入
 ●ローソンチケット／電話予約・ローソン・ミニストップでの直接購入
 ●セブンチケット／セブンイレブン マルチコピー機での直接購入
 ●イープラス／ファミリーマート ファミポートでの直接購入

P

P
P 文化フォーラム春日井春日井市民会館

かすがい市民文化財団 主催事業  チケットインフォメーション

チケット予約方法

2.電話予約

※会員電話先行予約期間のみ、先行予約を受け付けます。
※先行予約日が会員期限内であれば先行予約が可能です。また、チケット購入日が会
員期限内であれば、割引特典が受けられます。

PiPi会員の方（受付時間 9：00～ 17：00）

PiPi会員専用 先行予約電話

 0568-85-6078

※チケット発売初日のみ、10：00からの受け付けとなります。

一般の方（受付時間 9：00～ 21：30）

 0568-85-6868

1.インターネット予約
当財団ホームページから「オンラインチケットの予約・購入」をご利用ください。

※全席指定公演についてはお好きな座席を選べます（一部公演を除く）。

文化はかすがい 検  索

チケット受取方法
1.文化情報プラザで受取り（営業時間 9：00～ 19：00）

文化フォーラム春日井2階の文化情報プラザで、チケットを料金とお引換えください。
取置き期間は2週間です。
※PiPi会員先行予約チケットの受取りは一般発売日以降になります。

2.郵送で受取り（代金引換サービス）
郵便局の代金引換サービスで、ご自宅にチケットをお届けいたします。
チケットと引換えに郵便局員に指定の代金をお支払いください。
※ご予約後、1週間程度でお届けします。日にち・時間の指定はできません。
※チケット代金の他に、代金引換手数料として¥500程度が必要です。

※前売完売の場合、当日券はありません。　※記載価格は税込です。
※予約済チケットや購入済チケットのキャンセル・払戻しはできません。

友の会PiPiは、こんなにお得!!

お電話一本で入会できます! 0568-85-6078

・一般に先駆けて申込み!  ・入場料が1～2割引!
・最新情報をご自宅にお届け!  他にもまだまだ特典あり!

ＪＲ中央本線「春日井駅」
北口より
・名鉄バス「鳥居松」下車すぐ
・徒歩 20分
・無料レンタサイクル 5分
 （日・祝休み）

かすがいシティバスで
お越しの方
・「市役所」下車すぐ

※駐車場は混雑が予想され
ます。なるべく公共交通機関
や乗合せをご利用ください。

レギュラー会員 ¥2,000／ゴールド会員 ¥3,000／プラチナ会員 ¥10,000

交通のご案内
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塔本シスコ展 こどもの心を持った おばあちゃん画家

石井正則 インタビュー

茂木大輔の新シリーズ徹底解説 vol.2

この漫画を読め! vol.5 合唱

INFORMATION

高校吹奏楽フェスティバル レポート

わたしレポート

突撃! PiPi提携ショップ『茶楽家われもこう』
校歌は地域をうたうvol.14
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文化フォーラム春日井・ギャラリー

メンテナンス
作業をレポート！
美術展や写真展などの会場として活躍
する『文化フォーラム春日井・ギャラ
リー』。展覧会の合間には、主催される方に気持ちよくご利
用いただけるよう、美術スタッフが会場メンテナンスを行って
います。休館日、あの巨大空間で何が行われているか!? 知
られざる裏側をレポートしました。

まずは壁の掃除。真白な壁は小さな汚
れも目立つので念入りに! 穴はパテで
埋めます

1

次の展覧会の打合せ
表でレイアウト確認。図
面に合わせ、巨大な壁
を必死で移動させます!
息を合わせて１、２の３!

2

高所作業台の組み立ては、大
きな資材を持ち上げるため、危
険です。集中!!

4

こうしてメンテナンスされたギャラリーは、次の展覧会の搬入を待ちま
す。次はどんな展覧会が開催されるのか、スタッフ一同ドキドキワクワク! 
「観るだけじゃなく、展覧会を主催したい」という方には、専門スタッフが
丁寧にアドバイスさせていただきます。お気軽にご相談ください!

5

壁を定位置に移動したら、床
に固定。微調整はほとんどア
クロバット!
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し
て
い
た
一
〇
〇
号
の
油
絵
を
勝

手
に
削
ぎ
落
と
し
、
上
か
ら
ス
ズ

ム
シ
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
こ
の

時
、
シ
ス
コ
五
十
三
歳
。
こ
う
し

て
創
作
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
す
。
こ
の
絵
を
見
た
賢
一
さ
ん

は
、
即
座
に
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
を

思
い
出
し
た
と
い
い
ま
す
。

　そ
の
後
、
大
阪
に
住
ん
で
い
た

長
男
の
と
こ
ろ
へ
移
っ
た
シ
ス
コ

は
、
旺
盛
に
創
作
を
続
け
ま
す
。

そ
の
姿
は
画
家
の
よ
う
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
シ
ス
コ
は

　　九
十
歳
の
誕
生
日
に
、
孫
の
研
作
さ

ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
花
を
描
い
た
作

品
。
花
束
を
手
渡
さ
れ
た
際
に
、
研
作

さ
ん
か
ら
「
一
〇
〇
号
に
描
い
て
ね
」
と

お
願
い
さ
れ
た
シ
ス
コ
は
、「
こ
れ
は
大
変

だ
」
と
二
回
呟
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
頃
、

認
知
症
を
発
症
し
て
い
た
シ
ス
コ
。 “

思

い
通
り
に
描
き
た
い”

と
い
う
強
い
気
持
ち

は
変
わ
ら
ず
、
何
度
も
描
き
直
し
て
創

り
上
げ
た
作
品
で
す
。

　　画
中
に
『
シ
ス
コ
馬
入
れ
川
で
お
よ
ぐ

シ
ス
コ
9
さ
い
』
と
書
か
れ
た
、
ま
る
で

絵
日
記
の
よ
う
に
楽
し
い
作
品
。
描
い
た

の
は
八
十
八
歳
の
時
。
八
〇
年
も
前
の
思

い
出
が
、
ま
る
で
写
真
の
よ
う
に
鮮
明
に

描
か
れ
、
瑞
々
し
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
シ
ス
コ
は
い
つ
も
「
本
物
の
通
り
に

描
い
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
作

品
に
は
真
実
が
現
れ
て
い
る
の
で
す
。

　　息
子
の
賢
一
さ
ん
と
、
大
阪
の
桜
の
名

所
に
行
っ
た
時
を
描
い
た
作
品
。
描
か
れ
て

い
る
花
は
全
て
桜
で
す
。
右
下
に
描
か
れ

て
い
る
子
供
は
、
遠
足
に
来
て
い
た
園
児

た
ち
。
描
か
れ
た
人
や
物
の
大
き
さ
に
違

和
感
も
覚
え
ま
す
が
、
シ
ス
コ
は
思
い
出
の

中
に
あ
る
人
や
物
、
時
間
で
さ
え
も
等
し

く
命
を
吹
き
込
み
ま
す
。
そ
れ
は
彼
女
に

と
っ
て
、
ご
く
自
然
な
こ
と
な
の
で
す
。

塔本シスコ （1913-2005）

熊本県宇城市生まれ。53歳から本格的に創作活動
を始める。67年、熊日総合展に入選。69年、具現美
術協会展にてカワチ賞・奨励賞を受賞。個展や家
族展を精力的に開催。92年、画集『塔本シスコは
キャンパスを耕す』刊行。00年にも続編を刊行。13

年、生誕100周年として全国各地で展覧会が開催。

塔本シスコ展
こどもの心を持った おばあちゃん画家
2/14（土）～3/29（日）10:00～ 17:00
月曜休館
｜ 文化フォーラム春日井・ギャラリー
［料金］¥300　※65歳以上・中学生以下・障がい者手帳
を持参の方とその介助者1名無料
［後援］春日井市、春日井市教育委員会　
［助成］公益財団法人三菱UFJ信託地域文化財団

塔本シスコ
生活の中で描かれる、人生の絵

　

“

シ
ス
コ”

と
い
う
個
性
的
な
名

前
は
、
明
治
期
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
憧
れ
た
父
親
の
夢
に
因
ん

で
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
家
庭
の

事
情
で
十
歳
頃
ま
で
祖
父
母
に
育

て
ら
れ
、
絵
や
工
作
が
得
意
な
子

供
で
し
た
。
そ
の
頃
の
楽
し
い
思

い
出
の
絵
を
多
く
描
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
生
家
に
戻
り
ま
す
が
、

生
活
が
困
窮
し
て
い
た
た
め
、
学

校
に
は
行
け
ず
家
業
の
農
業
を
手

伝
い
ま
す
。
好
き
な
様
に
絵
を
描

く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　二
十
歳
で
結
婚
し
、
そ
の
後
二

児
を
授
か
り
ま
す
。
子
供
の
行
事

に
よ
く
参
加
す
る
、
た
い
へ
ん
陽

気
な
母
親
で
し
た
。
子
育
て
を
し

な
が
ら
、
夫
の
事
業
を
手
伝
っ
て

い
ま
し
た
が
、
四
十
六
歳
の
時
、

夫
が
事
故
で
亡
く
な
り
体
調
不
良

が
続
き
ま
す
。
二
年
後
に
は
自
身

も
脳
溢
血
で
倒
れ
ま
す
が
、
手
足

と
心
の
リ
ハ
ビ
リ
を
か
ね
て
、
自

分
で
拾
っ
て
き
た
石
を
彫
る
様
に

な
る
と
、
次
第
に
回
復
し
て
い
き

ま
し
た
。

　子
供
の
頃
か
ら
ず
っ
と
絵
を
描

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
画
家
を
志
し
て
い

た
長
男
・
賢
一
さ
ん
が
部
屋
に
残

2012年に文化フォーラム春日井・ギャラリーにて開催された『ア

ンリ・ルソーと素朴な画家たち』の中で、日本の素朴派として、

山下清、谷内六郎らと共に紹介された塔本シスコ。50歳を過ぎ

てから制作を始め、92歳で亡くなるまでに多くの作品を残しまし

た。数々の展覧会を開催する様になった後も職業画家ではなく、

市井のおばあちゃんとして家族と暮らしながら、日々の生活を楽

しみ、身の回りの自然を愛し、ただ描きたいように描き続けた、

そんなシスコの魅力に迫ります。

3世代が暮らした2DKの団地の自室兼アトリエ。
四畳半の小さな部屋から、数多くの作品が生まれた。

人生の晩年だから描けるもの
子供や孫との思い出をテーマにした作品
が多い塔本シスコ。幼少期は祖父母に育
てられ、父親とは反目し合っていたそうで
す。そんな彼女ですが、83歳の時に『ソコ
イビ祭り』という作品で、父親に背負われ
た自分を描いています。絵に描くことで、も
どかしい思い出が昇華されていったのかも
しれません。彼女の作品からは、“喜”を強
く感じますが、それも“怒哀楽”という内包
された感情があるからこそだと感じます。

私の母・塔本シスコは、春が来ると梅や桜のスケッチに出かけ、夏には絵の具で彩色した手製
の浴衣を着て盆踊りに繰り出し、秋には虫の音と月見を楽しみ、冬には着物の切れ端で日本人
形をせっせと作り、雛祭りを楽しみにしていました。そんな四季を通して感じられる心の広がりを、
母は絵画に残してきました。塔本シスコという画家がどんな人生を歩んだのか、豊かな老後とは
どういうものかを、本展覧会で感じていただければ幸いです。

スタッフ 

小笠原聖晃の

ちょっと
言わせて！

塔本シスコの息子であり画家である、塔本賢一さんからのメッセージ

テキスト＝スタッフ 小笠原聖晃
<丸山明宏>　
ダンボール／油彩、2002年

市
井
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
あ
り
ま

し
た
。
朝
早
く
起
き
て
絵
を
描
き
、

庭
で
草
花
や
小
鳥
を
育
て
、
共
働

き
の
息
子
夫
婦
に
代
わ
り
孫
の
面

倒
を
見
ま
し
た
。
温
か
い
家
族
、

大
好
き
な
生
き
物
達
に
囲
ま
れ
て

晩
年
を
過
ご
し
た
シ
ス
コ
は
、
九

十
二
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。

　幼
い
頃
の
記
憶
、
子
供
や
孫
達

と
の
思
い
出
、
日
々
変
わ
り
ゆ
く

身
近
な
自
然
を
、
思
う
が
ま
ま
に

表
現
し
た
シ
ス
コ
。
作
品
は
彼
女

の
人
生
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

最
後
の
一
〇
〇
号

本
物
の
通
り
に
描
く

溢
れ
る
命

<90才のプレゼント> キャンバス／油彩、2003年<馬入れ川> キャンバス／油彩、2001年<造幣局の桜> キャンバス／油彩、 1987年
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特
に
写
真
や
珈
琲
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
で

す
が
、
実
は
朗
読
と
共
通
点
が
あ
る
ん
で
す
。

例
え
ば
写
真
は
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
モ
ノ
ク

ロ
撮
影
す
る
ん
で
す
が
、
色
も
な
い
動
き
も

な
い
、
カ
メ
ラ
の
画
角
に
収
め
な
く
て
は
い

け
な
い
、
と
い
う
果
て
し
な
い
制
約
が
あ
り

ま
す
。
で
も
そ
の
中
で
、
何
が
表
現
で
き
る

か
？ 

何
が
表
出
す
る
の
か
が
面
白
い
。

珈
琲
も
大
好
き
な
ん
で
す
が
、
あ
れ
っ
て

煎
っ
て
砕
い
た
豆
を
お
湯
が
通
過
す
る
だ
け

の
も
の
で
す
よ
ね
。
な
の
に
、「
あ
の
店
の
焙

煎
が
美
味
い
」、「
あ
の
産
地
の
豆
は
ナ
ッ
ツ

の
香
り
が
た
ま
ら
な
い
」
な
ど
、
と
て
も
奥

深
い
。
極
限
ま
で
シ
ン
プ
ル
な
世
界
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
少
し
の
差
が
は
っ
き
り
出
ち
ゃ

う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
逆
に
豊

か
さ
を
感
じ
ま
す
。

茶
道
の
世
界
に
『
侘
び
寂
び
』
っ
て
あ
り

ま
す
よ
ね
。
華
美
に
盛
っ
て
い
く
表
現
に
も

も
ち
ろ
ん
面
白
さ
は
あ
る
け
れ
ど
、
枯
れ
て

い
く
中
に
ど
ん
な
美
学
を
見
出
す
か
、
と
い

う
心
の
在
り
方
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
だ
か

ら
か
な
、
古
典
文
学
も
大
好
き
で
す
。

同
じ
舞
台
は
二
度
と
な
い
。

そ
れ
を
と
こ
と
ん
楽
し
む

―
  

春
日
井
は
初
の
地
方
公
演
に
な
り
ま
す
ね
。

春
日
井
公
演
に
向
け
て
一
生
懸
命
に
稽
古

を
す
る
わ
け
で
す
が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
「
こ

れ
で
完
成
だ
！
」
と
思
っ
た
も
の
を
、
そ
の

ま
ま
本
番
で
表
現
出
来
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
良
い
意
味
で
ね
。
何
故
な
ら
、
ホ
ー

ル
の
響
き
方
や
形
状
、
舞
台
の
サ
イ
ズ
感
な

ど
で
、
自
分
の
動
き
方
や
テ
ン
ポ
も
自
然
と

変
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
物
語

や
登
場
人
物
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
設
定
と
、

お
客
様
の
様
子
も
含
め
た
会
場
の
空
気
感
を

全
部
自
分
の
中
に
取
り
入
れ
て
、「
さ
あ
、
自

分
の
声
は
ど
う
で
る
の
か
!?
」
と
い
う
の
は
、

会
場
ご
と
に
違
い
ま
す
ね
。
む
し

ろ
違
わ
な
い
と
、
生
の
舞
台
と
し

て
は
嘘
に
な
る
。
聴
い
て
い
る
お

客
様
だ
っ
て
違
和
感
を
持
つ
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
れ
は
、
あ
ん

ま
り
し
た
く
な
い
ん
で
す
。

―
  

ま
さ
に
ラ
イ
ブ
の
醍
醐
味

で
す
ね
。

こ
の
朗
読
は
、
音
楽
も
重
要
な

要
素
で
す
。
共
演
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
本

愛
香
さ
ん
は
、
あ
ら
ゆ
る
楽
器
を
操
る
迫
力

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
魅
力
な
ん
で
す
が
、

彼
女
が
稽
古
で
弾
い
た
「
タ
ン
タ
ン…

タ
ン
」

と
い
う
ピ
ア
ノ
が
、
あ
る
時
に
は
「
タ
ン
タ

ン…
…

タ
ン
ッ
！
」
に
な
る
だ
け
で
、
僕
の

感
情
が
グ
ワ
ッ
と
盛
り
上
が
っ
て
、
読
み
方

や
ト
ー
ン
が
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
が
渚
あ
き
さ
ん
の
歌
に
も
影
響
し
て
い

く
。
そ
ん
な
化
学
反
応
が
、
こ
の
朗
読
公
演

の
面
白
さ
か
な
と
思
い
ま
す
。

客
席
の
お
客
様
か
ら
、
そ
の
場
で
読
ん
で

欲
し
い
も
の
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、
ア
ド
リ

ブ
で
読
む
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ん
で
す
が
、
前

回
は
な
か
な
か
変
な
の
が
出
ま
し
た
よ
。
お

客
様
の
鞄
に
た
ま
た
ま
入
っ
て
い
た
『
検
便

キ
ッ
ト
』
の
説
明
書
き
を
読
む
と
か
（
笑
）。

そ
こ
で
も
山
本
さ
ん
が
遊
び
で
変
な
曲
を
弾

く
か
ら
、
僕
も
そ
れ
っ
ぽ
い
読
み
方
を
し
ち
ゃ

お
笑
い
コ
ン
ビ
『
ア
リto

キ
リ
ギ
リ
ス
』
の

真
面
目
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
、
三
谷
幸
喜
演

出
の
ド
ラ
マ
出
演
を
き
っ
か
け
に
俳
優
と
し

て
の
実
力
が
注
目
さ
れ
、
映
画
『TH

E

有
頂

天
ホ
テ
ル
』、
舞
台
『
樹
海
』、
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
『M

r.

サ
ン
デ
ー
』
と
、
次
々
に
活
躍
の
幅

を
広
げ
て
い
る
石
井
正
則
さ
ん
。
軽
妙
か
つ

コ
ミ
カ
ル
な
演
技
に
定
評
の
あ
る
彼
が
、
新

境
地
と
な
る “

朗
読”

に
挑
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
六
月
に
東
京
に
て
開
催
さ
れ
た
初
演
は
、

満
員
御
礼
の
大
盛
況
！ 

老
若
男
女
問
わ
ず
多

く
の
お
客
様
が
、
石
井
正
則
ワ
ー
ル
ド
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、
満
を
持

し
て
と
び
出
す
地
方
公
演
第
一
弾
は
、
な
ん

と
こ
の
春
日
井
！ 

朗
読
に
対
す
る
、
石
井
さ

ん
の
静
か
な
る
熱
い
想
い
に
迫
り
ま
し
た
。

取
材
＝
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
七
日
＠
東
京
・
株
式
会
社
ホ
リ
プ
ロ

テ
キ
ス
ト
＝
ス
タ
ッ
フ 

藤
江
真
子
　
写
真
＝
ス
タ
ッ
フ 

後
藤
友
介

マルチな才能が挑む

石井正則の
朗読＆音楽の世界

考
え
る
前
に
と
に
か
く
や
っ
て
み
る

―
  

幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
何
か
意
識
さ
れ
て
い
る
事
は
あ
り
ま

す
か
？ 

特
に
は
な
い
で
す
ね
。
俳
優
や
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
限
ら
ず
、
計
画
を
あ
ま
り
練
ら
な
い
で
、

と
に
か
く
な
ん
で
も
や
っ
て
み
る
タ
イ
プ
な

の
で
。
大
き
な
山
を
登
る
に
も
、
登
山
計
画

を
立
て
な
い
感
じ
で
す
ね
。
繰
り
返
し
や
る

こ
と
で
「
あ
〜
、
こ
う
い
う
感
じ
か
」
っ
て

分
か
っ
て
き
て
、
そ
の
気
付
き
を
頼
り
に
登

る
み
た
い
な
。
な
の
で
、
朗
読
も
「
こ
の
本

は
こ
う
い
う
作
品
だ
か
ら
、
こ
う
表
現
し
よ

う
」
と
か
事
前
に
イ
メ
ー
ジ
作
り
は
し
な
い
。

自
分
が
完
全
に
本
の
中
に
入
り
込
む
ほ
ど
に
、

繰
り
返
し
読
む
。
す
る
と
セ
リ
フ
や
仕
草
が

自
然
に
出
て
く
る
ん
で
す
。

豊
か
さ
を
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

『
侘
び
寂
び
』

―
  

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
古
畑
任
三
郎
』
の
西

園
寺
守
役
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
や
舞
台
で
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
新
た
に
朗

読
に
挑
戦
さ
れ
ま
す
ね
。

世
に
あ
る
様
々
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
の
中
で
も
、
朗
読
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
と

に
か
く
シ
ン
プ
ル
な
芸
術
。
そ
ん
な
と
こ
ろ

に
惹
か
れ
ま
し
た
。
僕
は
結
構
多
趣
味
で
、

趣
味
の
写
真
や
珈
琲
に
も
共
通
す
る
、

朗
読
の “

シ
ン
プ
ル”

さ
。

そ
こ
か
ら
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
る
。

春
日
井
公
演
限
定
!

こ
の
地
に
伝
わ
る
伝
説
を
揃
え
た

『
春
日
井
の
む
か
し
話
』を
朗
読
!

インタビューの後、春日井の
民話を揃えた『春日井のむか
し話』を石井さんに見ていた
だきました。「各地方に眠る
民話や童話って面白いです
よね。『尻冷やし地蔵』です
か!? 興味深いですねぇ」公
演当日はどの作品がどう読
まれるのか？ 楽しみです!

石井
正則
の
㊙

深い味わいの語り口
テレビや映画を通して観ていた石井さんは、テキ
パキとした演技をするイメージがある方でした
が、今回お話を伺ってみてくつがえりまし
た。仕事や趣味に対する哲学が
あり、丁寧に選び出された言葉を
ゆっくりと話される姿は、とても紳士
的! 様々な表情を魅せてくださる石井
さんに、今後も注目です!

石井正則 ～Sound of Story～
言葉と音楽で綴るコンサート
4/18（土）16:00～ （開場は30分前）

 ｜春日井市東部市民センター
［チケット情報］PiPi会員電話先行予約 2/8
（日）～12（木）、インターネット予約 2/17（火）
～19（木）、一般発売 2/21（土）
［料金］¥3,800、PiPi会員¥3,500
全席指定、当日券同額、未就学児入場不可

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プ
ラザ、東部市民センター窓口、電話＆インター
ネット予約、チケットぴあ（Pコード441-677）

主な出演者

石井正則 渚あき 山本愛香

う
。
準
備
が
出
来
な
い
の
で
、
と
て
も
ス
リ

リ
ン
グ
で
す
ね
。
春
日
井
で
は
ど
ん
な
お
題

が
出
さ
れ
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

スタッフ
藤江真子の
ちょっと言わせて！
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左から、従姉妹のマリア・アンナ・テークラ、モーツァルト、父のレオポルド（1780年頃）

モーツァルトの最後の日を描いた絵画（1873年）

―
 

二
月
・
三
月
と
春
日
井
で
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
作
品
ば
か
り
を
演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。た
と
え
ば
三
月
に
上
演
す
る『
交

響
曲
第
四
十
番
ト
短
調
K
５
５
０
』。Ａ
Ｋ
Ｂ
48

の
コ
ジ
ハ
ル
出
演
の
口
内
炎
の
Ｃ
Ｍ
だ
と
言
わ

れ
れ
ば「
あ
れ
ね
！
」と
分
か
り
ま
す
。そ
ん
な
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

ま
ず
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
生
き
た
時
代
の
、

音
楽
家
の
立
場
は
、
今
と
随
分
違
っ
て
い
ま

し
た
。専
門
に
仕
事
を
す
る“

作
曲
家”

や“

指

揮
者”

は
名
称
そ
の
も
の
が
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
新
し
い
曲
を
書
く
＝

作
曲
を
要
請
さ
れ
る
の
は
、
教
会
音

楽
家
と
宮
廷
音
楽
家
、中
で
も“

楽
長”

と
呼
ば
れ
る
存
在
で
す
。

特
に
宮
廷
音
楽
は
、
晩
餐
の
伴
奏

や
宮
廷
内
の
娯
楽
、
さ
ら
に
は
式
典

や
祝
宴
で
賓
客
に
聴
か
せ
る
た
め
の

も
の
で
、
大
き
な
宮
廷
ほ
ど
多
数
の

優
れ
た
音
楽
家
を
高
給
で
雇
い
、
新

し
い
曲
を
書
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら
約
二
五
〇
年
前
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
生
き
て
い

た
十
八
世
紀
後
半
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
宣
言
と
、
世
界
が
め
ま

ぐ
る
し
く
変
動
し
た
時
代
で
し
た
。

そ
ん
な
激
動
の
世
紀
に
、
三
十
五
年
と
い
う
短
い
生
涯

で
、
数
多
く
の
楽
曲
を
産
み
出
し
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
。

地
域
や
時
代
を
超
え
、
今
も
な
お
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

音
楽
に
魅
了
さ
れ
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
？
　
そ
し

て
、
誰
も
が
知
る
音
楽
家
と
し
て
語
り
続
け
ら
れ
て
い

る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
？

演
奏
・
指
揮
・
企
画
な
ど
、
音
楽
と
多
角
的
に
向
き
合

う
茂
木
大
輔
さ
ん
に
、
そ
の
い
ろ
い
ろ
な
秘
密
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
材
＝
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
日
＠
名
古
屋
　
テ
キ
ス
ト
＝
ス
タ
ッ
フ 

山
川 

愛

―
 

あ
そ
こ
の
宮
廷
の
祝
宴
が
い
い
、
と
か
、

噂
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
、
料
理
、
食
器
、
絵
画
、
宝
物
、
軍
隊
、

音
楽
。
こ
れ
ら
が
宮
廷
の
評
価
に
な
る
。「
ハ

イ
ド
ン
の
オ
ペ
ラ
を
聴
き
た
け
れ
ば
、
彼
の

い
る
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ザ
宮
に
来
い
！
」
っ
て

い
う
感
じ
な
わ
け
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
幼
少
時
代
か
ら
宮
廷
音

楽
家
の
父
親
に
英
才
教
育
を
受
け
、
神
童
と

し
て
世
界
中
を
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
果

的
に
、
楽
長
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
故
郷

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
宮
廷
と
行
き
違
い
、
ク
ビ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

―
 

そ
の
経
緯
が
あ
っ
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は

自
主
的
な
演
奏
会
を
や
り
始
め
た
ん
で
す
ね
。

ウ
ィ
ー
ン
で
貴
族
に
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
り
、

演
奏
会
を
開
い
て
生
活
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

“

音
楽
の
歴
史
上
、最
初
の
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー”

と
か
言
わ
れ
て
ま
す
ね
。
人
気
は
あ
っ
た
の

で
、
当
た
る
だ
ろ
う
と
い
う
目
論
み
が
あ
っ

た
ん
で
し
ょ
う
。
事
実
、
演
奏
会
の
予
約
リ

ス
ト
は
当
初
、
有
名
貴
族
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
数
年
で
ダ
メ
に
な
り
、

最
後
の
演
奏
会
は
予
約
者
が
三
人
だ
っ
た
み

た
い
ね
。

―
 

そ
ん
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
、
交
響

曲
と
は
、
ど
ん
な
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
？

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
が
一
番
書
き
た
か
っ

た
も
の
は
オ
ペ
ラ
で
し
た
。『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
』
を
始
め
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
神
髄
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

次
に
彼
が
得
意
と
し
た
の
は
、
自
分
で
演

奏
す
る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
で
し
た
か
ら
、
意
外

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
交
響
曲

は
脇
の
ジ
ャ
ン
ル
で
し
た
。

し
か
し
彼
の
最
後
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に

な
っ
た『
三
大
交
響
曲
』（
三
十
九
番
、四
十
番
、

四
十
一
番
）
は
、規
模
、深
み
、輝
か
し
さ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
交
響
曲
に
対
す
る
制
作
姿
勢
と
、

明
ら
か
に
腰
の
据
え
方
が
違
い
ま
す
。

―
 

四
十
番
以
前
の
交
響
曲
は
、
今
、
私
た

ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
交
響
曲
と
別
の
も
の
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
時
代
、
十
八
世
紀
に
お

い
て
交
響
曲（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）と
い
う
の
は
、

演
奏
会
の
最
初
と
最
後
に
弾
い
た
り
、
間
奏

曲
の
よ
う
に
演
奏
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
主

役
は
常
に
歌
、
オ
ペ
ラ
歌
手
。
さ
ら
に
器
楽

の
独
奏
な
ど
が
曲
芸
的
に
そ
れ
を
彩
る
。
交

響
曲
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
始
、
終
了
の
合

図
や
、
幕
間
の
音
楽
の
よ
う
な
役
割
で
し
た
。

今
の
よ
う
に
通
し
演
奏
が
絶
対
で
は
な
く
、

楽
章
を
分
離
さ
れ
て
演
奏
さ
れ
る
こ
と
も
よ

く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

―
 

三
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、前
半
の『
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
』
の
名
曲
ア
リ
ア
集
の
間
に
交
響

曲
第
三
十
五
番
『
ハ
フ
ナ
ー
』
を
挟
ん
で
演
奏

す
る
そ
う
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ブ
ル

ク
劇
場
リ
サ
イ
タ
ル
で
、
最
初
と
最
後
に
『
ハ

フ
ナ
ー
』
を
演
奏
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

全
曲
ま
る
ご
と
演
奏
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、

楽
章
ご
と
に
演
奏
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
『
ハ
フ
ナ
ー
』
は
、
セ
レ
ナ
ー

デ
（
式
典
の
合
間
に
演
奏
す
る
た
め
の
伴
奏

音
楽
の
セ
ッ
ト
）
的
音
楽
を
四
楽
章
に
短
縮

し
て
交
響
曲
と
名
付
け
た
も
の
で
す
か
ら
、

む
し
ろ
こ
う
し
た
用
い
方
が
性
格
に
合
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
フ
ィ
ガ
ロ

の
結
婚
』か
ら
の
素
敵
な
ア
リ
ア
を“

歌
合
戦”

的
に
数
曲
聴
い
た
ら
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
短

い
楽
章
を
挟
ん
で
、
耳
と
心
を
休
め
、
ま
た

次
の
歌
を
聴
く
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
当
時
の
、

歌
手
が
主
役
だ
っ
た
演
奏
会
の
雰
囲
気
と
、

そ
こ
で
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
役
割
を
味
わ
っ

て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

―
 

交
響
曲
と
い
う
言
葉
は
同
じ
で
も
、
違

う
音
楽
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

こ
う
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
的
交
響
曲
か
ら
一
転
し

て
、
最
後
に
作
ら
れ
た
の
が
三
大
交
響
曲
で

し
た
。
こ
こ
に
、
明
ら
か
な
交
響
曲
の
分
水

嶺
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が

三
大
交
響
曲
、
こ
と
に
今
回
取
り
上
げ
る
ト

短
調
（
第
四
十
番
）
を
書
か
な
け
れ
ば
、ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
あ
れ
ほ
ど
高
い
境
地
か
ら
交

響
曲
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
四
十
番
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

主
題
を
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
『
運
命
』
の

第
三
楽
章
で
書
き
写
し
て
用
い
て
い
る
く
ら

い
で
す
。

―
 

そ
ん
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
す
が
、
彼
の

音
楽
の
魅
力
と
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
音
楽
で
心
、
感
覚
、
夢
、
喜
び
、
哀
し
み
、

憧
れ
、
さ
ら
に
は
春
の
日
差
し
や
地
獄
の
炎

と
い
っ
た
世
界
の
全
て
を
描
き
尽
く
し
、
そ

れ
が
限
り
な
く
美
し
く
、
心
地
よ
い
響
き
の

中
に
調
和
し
て
い
る
こ
と
。
す
べ
て
の
パ
ー

ト
が
最
高
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
」
だ
と

思
い
ま
す
。
今
回
、
オ
ペ
ラ
に
最
大
の
心
血

を
注
い
だ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
最
高
傑
作『
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
』
か
ら
名
曲
を
選
ん
で
聴
い
て

頂
き
ま
す
け
れ
ど
、思
春
期
の
少
年
ケ
ル
ビ
ー

ノ
の
年
上
の
女
へ
の
憧
れ
、
好
色
な
伯
爵
の

嫉
妬
、
そ
の
妻
ロ
ジ
ー
ナ
の
孤
独
や
幸
福
な

恋
へ
の
回
想
、
繊
細
で
移
ろ
い
や
す
い
人
間

の
心
が
、
誰
で
も
歌
え
る
よ
う
な
解
り
や
す

い
旋
律
の
中
に
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
傑
作
オ
ペ
ラ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
涯

の
頂
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
プ
ラ
ハ
の
町
中

が
『
も
う
飛
ぶ
ま
い
ぞ
』
を
歌
っ
て
い
る
」

と
書
簡
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

少
年
期
か
ら
イ
タ
リ
ア
を
幾
度
も
訪
れ
て

い
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
的
な
楽
器

の
用
い
方
に
加
え
て
、「
楽
器
を
歌
わ
せ
る
」

書
き
方
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
を
特
別
な
存
在
に
し
た
の
で
す
。
オ
ペ
ラ
・

ア
リ
ア
を
彩
る
美
し
い
管
楽
器
の
ソ
ロ
の

数
々
は
、
演
奏
し
て
い
て
も
脳
天
に
突
き
抜

け
る
快
感
が
あ
り
ま
す
。
交
響
曲
第
四
十
番

に
は
、こ
の
ケ
ル
ビ
ー
ノ
の
歌（
恋
の
た
め
息
）

が
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

彼
の
交
響
曲
は“

器
楽
の
オ
ペ
ラ”

の
よ
う
な

魅
力
に
満
ち
て
い
ま
す
ね
。

二
月
の
公
演
で
は
管
楽
器
に
よ
る
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
『
魔
笛
』
も
上
演
し
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
是
非
聴
い
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
 

音
楽
っ
て
、
な
ん
か
す
ご
い
で
す
ね
。

“

イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ”

で
、
一
秒
の
半
分
く

ら
い
聴
い
た
ら
、
物
凄
く
多
く
の
事
が
伝
わ

り
ま
す
よ
ね
。
作
曲
家
た
ち
は
、
実
は
読
書

や
会
話
を
は
る
か
に
超
え
た
膨
大
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
短
い
時
間
で
伝
え
て
い
る
ん
だ
な
、

と
最
近
は
よ
く
思
い
ま
す
。

す
べ
て
の
こ
と
を

音
で
表
現
で
き
る

感
覚
の
天
才

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

三
十
五
歳
で
永
眠
し
た
、
若
き
作
曲
家
が
成
し
遂
げ
た
こ
と
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茂木大輔の
徹底解説 !

Wolfgang-amadeus-mozart

答えてくださったのは、この方! 
茂木大輔（NHK交響楽団首席オーボエ奏者、指揮者）

映
像
解
説
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
で

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
堪
能
す
る

モーツァルトは
何故、こんな音が
書けるんだ！って、
演奏しながら、

心の中で、絶叫してます！

6



音楽家を取材する時の醍醐味がありま
す。それは「あそこのさ、♪♪～」ってその場
で鼻歌を歌ってくださるところ。歌いながら
話してくださるので、その曲の意味を深く
知ることができます。
ところで、今回の映像解説付きコンサート
ですが、春日井では“のだめ音楽会”でお
馴染みですね。この映像解説形式って、
何にあてはまるんだろう？ と考えたときに、
歌舞伎や展覧会のイヤホンガイドなんじゃ
ないか、と思ったわけです。歌舞伎の場
合、舞台は生モノですが、ガイドは録音。だ
から、舞台ごとに場面にあわせて裏方さん
がピタッと再生しているんだそうです。
そう、茂木さんが音楽でやろうとしてきた＆
しようとしていること、そのものじゃないです
か。だからこそ、素人も玄人も、それぞれの
楽しみ方ができる。そして、音楽をずっと深
く味わえる。
茂木さんならではの「目で見るイヤホンガイ
ド」を、どうぞお楽しみください！

目で見る！？
イヤホンガイド

室内楽

Wolfgang-amadeus-mozart

茂木大輔（指揮・解説） 名古屋フィルハーモニー交響楽団

［両公演取扱い］
文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、
春日井市東部市民センター、電話＆イン
ターネット予約  チケットぴあ（モーツァル
ティック・バレンタイン：Pコード248-565／
大作曲家の大傑作：Pコード248-568）
★2公演ご購入の方には、ウィーン直送
モーツァルトグッズをプレゼント!

―
 

二
月
・
三
月
と
春
日
井
で
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
作
品
ば
か
り
を
演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。た
と
え
ば
三
月
に
上
演
す
る『
交

響
曲
第
四
十
番
ト
短
調
K
５
５
０
』。Ａ
Ｋ
Ｂ
48

の
コ
ジ
ハ
ル
出
演
の
口
内
炎
の
Ｃ
Ｍ
だ
と
言
わ

れ
れ
ば「
あ
れ
ね
！
」と
分
か
り
ま
す
。そ
ん
な
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

ま
ず
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
生
き
た
時
代
の
、

音
楽
家
の
立
場
は
、
今
と
随
分
違
っ
て
い
ま

し
た
。専
門
に
仕
事
を
す
る“

作
曲
家”

や“

指

揮
者”

は
名
称
そ
の
も
の
が
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
新
し
い
曲
を
書
く
＝

作
曲
を
要
請
さ
れ
る
の
は
、
教
会
音

楽
家
と
宮
廷
音
楽
家
、中
で
も“

楽
長”

と
呼
ば
れ
る
存
在
で
す
。

特
に
宮
廷
音
楽
は
、
晩
餐
の
伴
奏

や
宮
廷
内
の
娯
楽
、
さ
ら
に
は
式
典

や
祝
宴
で
賓
客
に
聴
か
せ
る
た
め
の

も
の
で
、
大
き
な
宮
廷
ほ
ど
多
数
の

優
れ
た
音
楽
家
を
高
給
で
雇
い
、
新

し
い
曲
を
書
か
せ
て
い
ま
し
た
。

―
 

あ
そ
こ
の
宮
廷
の
祝
宴
が
い
い
、
と
か
、

噂
に
な
る
わ
け
で
す
ね

そ
う
、
料
理
、
食
器
、
絵
画
、
宝
物
、
軍
隊
、

音
楽
。
こ
れ
ら
が
宮
廷
の
評
価
に
な
る
。「
ハ

イ
ド
ン
の
オ
ペ
ラ
を
聴
き
た
け
れ
ば
、
彼
の

い
る
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ザ
宮
に
来
い
！
」
っ
て

い
う
感
じ
な
わ
け
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
幼
少
時
代
か
ら
宮
廷
音

楽
家
の
父
親
に
英
才
教
育
を
受
け
、
神
童
と

し
て
世
界
中
を
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
果

的
に
、
楽
長
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
故
郷

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
宮
廷
と
行
き
違
い
、
ク
ビ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

―
 

そ
の
経
緯
が
あ
っ
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は

自
主
的
な
演
奏
会
を
や
り
始
め
た
ん
で
す
ね
。

ウ
ィ
ー
ン
で
貴
族
に
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
り
、

演
奏
会
を
開
い
て
生
活
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

“

音
楽
の
歴
史
上
、最
初
の
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー”

と
か
言
わ
れ
て
ま
す
ね
。
人
気
は
あ
っ
た
の

で
、
当
た
る
だ
ろ
う
と
い
う
目
論
み
が
あ
っ

た
ん
で
し
ょ
う
。
事
実
、
演
奏
会
の
予
約
リ

ス
ト
は
当
初
、
有
名
貴
族
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
数
年
で
ダ
メ
に
な
り
、

最
後
の
演
奏
会
は
予
約
者
が
三
人
だ
っ
た
み

た
い
ね
。

―
 

そ
ん
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
、
交
響

曲
と
は
、
ど
ん
な
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
？

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
が
一
番
書
き
た
か
っ

た
も
の
は
オ
ペ
ラ
で
し
た
。『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
』
を
始
め
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
神
髄
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

次
に
彼
が
得
意
と
し
た
の
は
、
自
分
で
演

奏
す
る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
で
し
た
か
ら
、
意
外

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
交
響
曲

は
脇
の
ジ
ャ
ン
ル
で
し
た
。

し
か
し
彼
の
最
後
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に

な
っ
た『
三
大
交
響
曲
』（
三
十
九
番
、四
十
番
、

四
十
一
番
）
は
、規
模
、深
み
、輝
か
し
さ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
交
響
曲
に
対
す
る
制
作
姿
勢
と
、

明
ら
か
に
腰
の
据
え
方
が
違
い
ま
す
。

―
 

四
十
番
以
前
の
交
響
曲
は
、
今
、
私
た

ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
交
響
曲
と
別
の
も
の
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
時
代
、
十
八
世
紀
に
お

い
て
交
響
曲（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）と
い
う
の
は
、

演
奏
会
の
最
初
と
最
後
に
弾
い
た
り
、
間
奏

曲
の
よ
う
に
演
奏
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
主

役
は
常
に
歌
、
オ
ペ
ラ
歌
手
。
さ
ら
に
器
楽

の
独
奏
な
ど
が
曲
芸
的
に
そ
れ
を
彩
る
。
交

響
曲
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
始
、
終
了
の
合

図
や
、
幕
間
の
音
楽
の
よ
う
な
役
割
で
し
た
。

今
の
よ
う
に
通
し
演
奏
が
絶
対
で
は
な
く
、

楽
章
を
分
離
さ
れ
て
演
奏
さ
れ
る
こ
と
も
よ

く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

―
 

三
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、前
半
の『
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
』
の
名
曲
ア
リ
ア
集
の
間
に
交
響

曲
第
三
十
五
番
『
ハ
フ
ナ
ー
』
を
挟
ん
で
演
奏

す
る
そ
う
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ブ
ル

ク
劇
場
リ
サ
イ
タ
ル
で
、
最
初
と
最
後
に
『
ハ

フ
ナ
ー
』
を
演
奏
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

全
曲
ま
る
ご
と
演
奏
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、

楽
章
ご
と
に
演
奏
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
『
ハ
フ
ナ
ー
』
は
、
セ
レ
ナ
ー

デ
（
式
典
の
合
間
に
演
奏
す
る
た
め
の
伴
奏

音
楽
の
セ
ッ
ト
）
的
音
楽
を
四
楽
章
に
短
縮

し
て
交
響
曲
と
名
付
け
た
も
の
で
す
か
ら
、

む
し
ろ
こ
う
し
た
用
い
方
が
性
格
に
合
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
フ
ィ
ガ
ロ

の
結
婚
』か
ら
の
素
敵
な
ア
リ
ア
を“

歌
合
戦”

的
に
数
曲
聴
い
た
ら
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
短

い
楽
章
を
挟
ん
で
、
耳
と
心
を
休
め
、
ま
た

次
の
歌
を
聴
く
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
当
時
の
、

歌
手
が
主
役
だ
っ
た
演
奏
会
の
雰
囲
気
と
、
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茂木大輔の
徹底解説 !

ニュータウンきずな事業 どんぐり芸術文化劇場
モーツァルティック・バレンタイン

2/14（土） 15:00～（開場は30分前） ｜ 春日井市東部市民センター
［料金］一般￥ 2,000、学生券￥ 1,200（小学生～高校生）  PiPi会員は
一般のみ上記金額の￥ 300引き、団体割引あり  全席指定、当日券同

額、未就学児入場不可   ［プログラム］管楽セレナーデ 変ホ長調、歌劇
「魔笛」管楽9重奏版（編曲：ヨゼフ・ハイデンライヒ）

オーケストラ

生演奏と投影で綴る
大作曲家の大傑作シリーズ
vol.1 モーツァルト

3/7（土） 15:00～（開場は30分前） ｜ 春日井市民会館
［料金］一般S席￥5,000、A席￥4,500

学生（小学生～高校生）S席￥2,800、A席￥2,500

PiPi会員は一般は￥500引き、学生は￥300引き
全席指定、当日券同額、未就学児入場不可

［プログラム］交響曲第35番 ニ長調 「ハフナー」、
歌劇「フィガロの結婚」、交響曲第40番 ト短調 

茂木大輔（N響首席オーボエ）

 スタッフ

　 山川 愛の

ちょっと言わせて！

和久井 仁
（N響・ｵｰﾎﾞｴ）

浅井崇子
（名ﾌｨﾙ・ｸﾗﾘﾈｯﾄ）

芹澤美帆
（愛知室内ｵｰｹｽﾄﾗ・ｸﾗﾘﾈｯﾄ）

安土真弓
（名ﾌｨﾙ・ﾎﾙﾝ）

蒲生絢子
（大ﾌｨﾙ・ﾎﾙﾝ）

野村和代
（愛知室内ｵｰｹｽﾄﾗ・ﾌｧｺ ｯ゙ﾄ）

今木智彦
（名古屋室内管弦楽団・ﾌｧｺﾞｯﾄ）

井上裕介
（名ﾌｨﾙ・ｺﾝﾄﾗﾊﾞｽ）

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
か
ら
飛
び
だ
し
た

オ
ペ
ラ
・
ス
タ
ー
の
物
語第48回かすがい日曜シネマ

 「ワン チャンス」
3/29（日） ①10:15～ ②13:45～ ③16:45～
（開場は15分前）※各上映前に15分のミニトーク有

｜ 文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
［料金］￥900（当日¥1,000）、ペア￥1,700（当日¥1,900）

PiPi会員￥800、ペア￥1,500（ともに当日同額）
全自由席、上映時間指定、3歳以上有料  

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、
東部市民センター窓口、電話＆インターネット予約
※セリフや情景をイヤホンで案内する音声ガイドあり（13:45～のみ）

　
テ
レ
ビ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
で
一

躍
ス
タ
ー
に
な
っ
た
歌
手
と
言
え
ば
、ス
ー

ザ
ン
・
ボ
イ
ル
が
有
名
で
す
ね
。
彼
女
に

先
駆
け
る
こ
と
二
年
前
、
同
じ
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
番
組
で
の
初
代
優
勝
者
が
、
ポ
ー

ル
・
ポ
ッ
ツ
。
映
画
『
ワ
ン 

チ
ャ
ン
ス
』

の
主
人
公
で
す
。

　
映
画
で
は
、
携
帯
電
話
会
社
で
働
く
冴

え
な
い
男
で
あ
っ
た
ポ
ー
ル
が
、
一
夜
に

し
て
ス
タ
ー
に
な
る
と
い
う
シ
ン
デ
レ
ラ
・

ス
ト
ー
リ
ー
が
、
彼
の
少
年
時
代
か
ら
描

か
れ
て
い
ま
す
。
デ
ブ
で
内
気
な
、
い
じ

め
ら
れ
っ
子
の
彼
は
、天
性
の
歌
声
を
持
っ

て
お
り
、
オ
ペ
ラ
が
大
好
き
な
子
供
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
舞
台
へ
立
つ
と

い
う
大
事
な
局
面
に
限
っ
て
、
そ
の
夢
が
断

た
れ
る
よ
う
な
試
練
が
彼
を
襲
い
ま
す
。

こ
れ
で
オ
ペ
ラ
を
諦
め
よ
う
、
と
最
後
に

掛
け
た
チ
ャ
ン
ス
が
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

番
組
『
ブ
リ
テ
ン
ズ
・
ゴ
ッ
ド
・
タ
レ
ン
ト
』

で
し
た
。

　
映
画
の
中
で
実
際
に
聴
け
る
ポ
ー
ル
の

歌
声
に
も
酔
い
し
れ
ま
す
が
、
こ
の
映
画

で
一
番
輝
い
て
い
る
の
は
、
恋
人
ジ
ュ
ル

ズ
。
ポ
ー
ル
の
才
能
を
信
じ
、
背
中
を
押

し
続
け
る
キ
ュ
ー
ト
な
彼
女
の
姿
に
、
終

始
心
が
温
ま
る
想
い
が
し
ま
す
。
才
能
を

開
か
せ
る
の
は
、
本
人
の
努
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
そ
れ
を
信
じ
応
援
し
続
け
て

く
れ
る
身
近
な
人
の
存
在
な
の
だ
、
と
改

め
て
気
付
か
せ
て
く
れ
る
、
最
高
に
幸
せ

な
気
分
に
な
る
映
画
で
す
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
金
賞
を
目
指
す
、中
学
時
代
の
青
春
模
様

少
年
ノ
ー
ト 

◎
鎌
谷
悠
希
／
講
談
社（
全
八
巻
・
完
結
）

　
ポ
ー
ル
・
ポ
ッ
ツ
と
同
じ
く
、天
性
の
歌

声
を
持
つ
蒼
井
由
多
香
。天
使
の “

ボ
ー
イ

ソ
プ
ラ
ノ”

と
呼
ば
れ
る
彼
が
、中
学
校
の

合
唱
部
に
入
部
し
た
こ
と
で
、部
員
達
は

夢
だ
っ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
金
賞
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

由
多
香
が
市
民
オ
ペ
ラ
に
誘
わ
れ
た
こ
と

で
、コ
ン
ク
ー
ル
を
目
指
す
部
員
た
ち
の

中
に
ひ
ず
み
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。繊

細
な
由
多
香
を
は
じ
め
、思
春
期
の
少
年

少
女
そ
れ
ぞ
れ
が
内
に
抱
え
る
問
題
や
困

難
。そ
れ
で
も
、皆
で
一
つ
の
目
標
に
向
か

う
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し
て
ゆ
く

姿
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
を
一
生
懸
命
に
、が
む
し
ゃ
ら
に

部
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
、キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
青
春
。  

読
後
の
、爽
や
か
だ
け
ど
少
し

だ
け
感
じ
る
切
な
さ
は
、も
う
二
度
と
戻
れ

な
い
あ
の
時
代
を
懐
か
し
ん
で
し
ま
う
感

傷
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 “

天
使
の
歌
声” 

を
授
か
っ
た
少
年
た
ち
の
運
命

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ〔
マ
マ
〕 ◎
売
野
機
子
／
新
潮
社

　
歌
の
上
手
い
子
を
集
め
た
合
唱
団
に

入
団
し
、
寄
宿
舎
で
暮
ら
す
少
年
た
ち
。

彼
ら
は
、
歌
声
の
美
し
さ
が
頂
点
を
極
め

た
時
に
、
神
に
召
さ
れ
る
＝「
死
ぬ
」
運
命

を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
神
か
ら
選
ば
れ
る

名
誉
を
望
む
者
、
恐
れ
る
者
、
選
ば
れ
な

か
っ
た
者
。
そ
の “

瞬
間”

が
い
つ
訪
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
中
で
、
少
年
た
ち
の
ヒ
リ

ヒ
リ
す
る
よ
う
な
精
神
状
態
の
ド
ラ
マ
が
、

静
か
な
森
の
奥
を
舞
台
に
描
か
れ
て
い
き

ま
す
。

®2013 ONE CHANCE, LLC. All Rights Reserved.
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萩尾望都や竹宮惠子
に通ずる雰囲気の作
品です。物語は現在
折り返し地点（現在
４巻）らしく、先が非
常に気になります。

顧問の先生と部員と
の、衝突からの和解
シーンも見どころ。最
後に先生も一緒に
なって“青春”してい
る姿は熱い!!

ゆ

た

か

あ
お 

い

ク
ワ
イ
ヤ

この漫画を読め！
小松淳子の COMIC×CINEMA

選・テキスト＝スタッフ 小松 淳子

読めば歌いたくなる !? 
少年の合唱をテーマにした、
オススメ漫画をご紹介します。vol.5／合唱

そ
こ
で
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
役
割
を
味
わ
っ

て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

―
 

交
響
曲
と
い
う
言
葉
は
同
じ
で
も
、
違

う
音
楽
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

こ
う
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
的
交
響
曲
か
ら
一
転
し

て
、
最
後
に
作
ら
れ
た
の
が
三
大
交
響
曲
で

し
た
。
こ
こ
に
、
明
ら
か
な
交
響
曲
の
分
水

嶺
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が

三
大
交
響
曲
、
こ
と
に
今
回
取
り
上
げ
る
ト

短
調
（
第
四
十
番
）
を
書
か
な
け
れ
ば
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
あ
れ
ほ
ど
高
い
境
地
か
ら
交

響
曲
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
四
十
番
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

主
題
を
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
『
運
命
』
の

第
三
楽
章
で
書
き
写
し
て
用
い
て
い
る
く
ら

い
で
す
。

―
 

そ
ん
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
す
が
、
彼
の
音

楽
の
魅
力
と
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
音
楽
で
心
、
感
覚
、
夢
、
喜
び
、
哀
し
み
、

憧
れ
、
さ
ら
に
は
春
の
日
差
し
や
地
獄
の
炎

と
い
っ
た
世
界
の
全
て
を
描
き
尽
く
し
、
そ

れ
が
限
り
な
く
美
し
く
、
心
地
よ
い
響
き
の

中
に
調
和
し
て
い
る
こ
と
。
す
べ
て
の
パ
ー

ト
が
最
高
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
」
だ
と

思
い
ま
す
。
今
回
、
オ
ペ
ラ
に
最
大
の
心
血

を
注
い
だ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
最
高
傑
作
『
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
』
か
ら
名
曲
を
選
ん
で
聴
い
て

頂
き
ま
す
け
れ
ど
、
思
春
期
の
少
年
ケ
ル
ビ
ー

ノ
の
年
上
の
女
へ
の
憧
れ
、
好
色
な
伯
爵
の

嫉
妬
、
そ
の
妻
ロ
ジ
ー
ナ
の
孤
独
や
幸
福
な

恋
へ
の
回
想
、
繊
細
で
移
ろ
い
や
す
い
人
間

の
心
が
、
誰
で
も
歌
え
る
よ
う
な
解
り
や
す

い
旋
律
の
中
に
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
傑
作
オ
ペ
ラ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
涯

の
頂
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
プ
ラ
ハ
の
町
中

が
『
も
う
飛
ぶ
ま
い
ぞ
』
を
歌
っ
て
い
る
」

と
書
簡
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

少
年
期
か
ら
イ
タ
リ
ア
を
幾
度
も
訪
れ
て

い
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
的
な
楽
器

の
用
い
方
に
加
え
て
、「
楽
器
を
歌
わ
せ
る
」

書
き
方
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
を
特
別
な
存
在
に
し
た
の
で
す
。
オ
ペ
ラ
・

ア
リ
ア
を
彩
る
美
し
い
管
楽
器
の
ソ
ロ
の

数
々
は
、
演
奏
し
て
い
て
も
脳
天
に
突
き
抜

け
る
快
感
が
あ
り
ま
す
。
交
響
曲
第
四
十
番

に
は
、こ
の
ケ
ル
ビ
ー
ノ
の
歌
（
恋
の
た
め
息
）

が
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

彼
の
交
響
曲
は“

器
楽
の
オ
ペ
ラ”

の
よ
う
な

魅
力
に
満
ち
て
い
ま
す
ね
。

二
月
の
公
演
で
は
管
楽
器
に
よ
る
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
『
魔
笛
』
も
上
演
し
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
是
非
聴
い
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
 

音
楽
っ
て
、
な
ん
か
す
ご
い
で
す
ね
。

“

イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ”

で
、
一
秒
の
半
分
く

ら
い
聴
い
た
ら
、
物
凄
く
多
く
の
事
が
伝
わ

り
ま
す
よ
ね
。
作
曲
家
た
ち
は
、
実
は
読
書

や
会
話
を
は
る
か
に
超
え
た
膨
大
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
短
い
時
間
で
伝
え
て
い
る
ん
だ
な
、

と
最
近
は
よ
く
思
い
ま
す
。
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INFORMATION

もしもの備えに!
体験型コンサート!

「お芝居やコンサートの最中に地震が起きたらどう
したらいいの？」 考えただけで、ぞっとしますね。も
しもの時に備えて、春日井市民会館での避難訓練を体験してみません
か？ 今回の避難訓練コンサートでは、実際のコンサートの最中に地震
が起きたと想定し、出演者はもちろん、観客の皆さんやスタッフも一緒
に市民会館の屋外へ避難する訓練を行います。もちろん、避難訓練
が終わった後は、豊富な楽曲レパートリーを持つ愛知県警察音楽隊に
よるコンサートをたっぷりとお楽しみいただけます!

避難訓練
コンサート

Shift Cube  vol.28

渦巻くものにさしのべる
木全佑輔展

～2/8（日）
＠文化フォーラム春日井・交流アトリウム　入場無料

現実と夢が交錯する画
中にひきこまれる ― 
描かれた人物やカタチ
が溶けだすその絵は、
経験や知識で固定化さ
れた私たちの認識を、柔
らかくゆさぶります。作家
の私的体験と、自分の中の“何か”がつながる
不思議な感覚へと誘われてみませんか。

Shift Cube担当＝
スタッフ 鳥羽都子

あなたはただいま何活中？
全国から寄せられた掌編自分史142点の作品
のうち、選りすぐりの40作品が1冊の本になり
ました。「笑活」「教活」「老活」など、様々なエ
ピソードが満載です!人の数だけ物語がある。
読後、「新しいことを始めるのに、年齢なんて関
係ない!」ということに気付かされました。私も現
在キー活中（キーボード演奏活動中）! あなた
はどんな活動をはじめますか？

掌編自分史作品集 最新刊発売!
掌編自分史 ただいま「○活中」

［発売日］2/15（日）　［料金］¥1,000（税込）
［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ
（代金引換サービスあり）

避難訓練担当＝
スタッフ 相馬加奈子

3/24（火） 14:00～（開場は30分前）
＠春日井市民会館
［料金］無料　［申込］3/17（火）までに、電話、メール、FAXのいずれか
で「名前、住所、電話番号、参加人数」を連絡。参加決定者にはハガキ
を送付。（定員になり次第〆切）

自分史担当＝
スタッフ 瀬在優実

見逃せない公演がぞくぞく登場！！ イベントラインナップ友の会PiPiに入会すると、先行申込ができます。

11/28（土）＠春日井市民会館

吉田正記念オーケストラ・コンサート11月

愛知の交響楽団「セントラル愛知」「中部フィル」「名フィル」。
それぞれのオケで堪能する、のだめワールド。

1/24（日）、3/13（日）、5/8（日）
＠春日井市民会館

生誕10周年記念！ 茂木大輔の生で聴く

“のだめカンタービレ”の音楽会1～5月

2016年

9/19（土） ＠春日井市東部市民センター

6/6（土）
14:00～（開場は30分前）
＠春日井市民会館

室井滋 長谷川義史
絵本朗読＆ライブショー6月

6/26（金）14:00～＠春日井市民会館　4月発売予定

葛西聖司の
極付!歌舞伎セミナー

十朱幸代

7/17（金）2回公演
＠春日井市民会館

松竹大歌舞伎
中村翫雀改め 四代目 中村鴈治郎襲名披露7月

PiPi会員先行申込ハガキ締切 4/4（土） ※2月末に送付

チケットぴあ特別電話先行予約 4/18（土）10:00～24:00
一般発売 4/25（土）～
［料金］S席¥7,500、A席¥5,500、B席¥3,500 ※PiPi会員
は上記金額の¥500引き　全席指定、当日券同額、未就学児入場不可

［料金］無料（要申込）6月中旬募集開始予定

6月発売予定

司馬遼太郎「燃えよ剣」
～土方歳三に愛された女、お雪～9月

50周年記念
加藤登紀子コンサート
～終わりなき歌～

5/23（土）
13:30～（開場は30分前）
＠春日井市民会館

5/24（日）
16:00～（開場は30分前）
＠春日井市民会館

第17回自分史フェスタ
「立花隆氏 特別講演」5月

一般発売 3/4（水）～
全自由席、当日券同額、未就学児入場不可

一般¥1,000、PiPi会員¥800

［チケット情報］PiPi会員電
話先行予約 3/8（日）～11
（水）、インターネット予約 
3/14（土）～15（日）、一般発
売 3/21（土・祝）
［料金］¥5,000
※PiPi会員は上記金額の¥500引き　全席指定、当日券同額、未就学児入場不可
［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、電話
＆インターネット予約、チケットぴあ（Pコード253-928）、
ローソンチケット（Lコード45564）

［チケット情報］PiPi会員電
話先行予約 4/4（土）～5
（日）、インターネット予約 4/7
（火）～9（木）、一 般 発 売 
4/12（日）

司馬遼太郎の名作を、女優・十朱幸代の朗
読と、宮川彬良のピアノ演奏で。

前回、即完売した人気公演が再び!

8/1（土）＠春日井市民会館　6月発売予定

キエフ・クラシック・バレエ
チャイコフスキー3大バレエ・ハイライト

8/9（日）2回公演
＠文化フォーラム春日井・視聴覚ホール

8月

日本唯一の軽音楽専門オーケストラが、懐かしの名曲を演
奏。合唱団員も募集予定! ［助成］一般財団法人地域創造

小林顕作

8/14（金）～16（日）＠春日井市民会館

スタインウェイピアノ開放します！
憧れのスタインウェイピアノと舞台をひとりじめ！

尾上松緑
おのえ しょうろく

中村扇雀
なかむらせんじゃく

中村鴈治郎
なかむらがんじ ろう

翫雀
改め坂田藤十郎

さか た とうじゅうろう

加藤登紀子と舞台に立つ!
合唱団員を募集します。
名曲「百万本のバラ」ほか、全2曲を歌います。
（20歳以上で、5/8（金）、15（金）、22（金）13:30～のレッスンに参加できる方）

［参加料］¥7,000（レッスン代、公演チケット代（1
枚）、記念写真代含む）
［申込］申込用紙（市内各施設にて配布、または財団
HPよりダウンロード）に必要事項を明記し、2/28（土）
必着で申込（定員60名）　※応募者多数の場合は抽選

おとなとこどものための◎読み聞かせ
お話の森

兵庫県姫路市より

パティシエ 真砂沙織さん

Sinzi Katoh展のお客さま

プロの託児スタッフが責任を持ってお子様をお預
かりする託児サービス。子育て世代の方も安心し
て公演を楽しめると大好評です! スーパーキッズ・
オーケストラ（以下SKO）のコンサートで託児サー
ビスを利用されたお母さん達から、嬉しい声を頂き
ました。

・SKOの演奏はずっと聴きたかったので、今回は下の子を預けて、上の子とじっ
くり公演を楽しむことが出来ました。
・託児サービス、待ってました!「託児があるなら公演に行きたい」というお母さん
は多いです。
・青森から引っ越してきたので、春日井に子供を預けられる知り合いもおらず、助
かりました。
・しっかりした託児スタッフさんが子供を見ていてくださったので、安心して預ける
ことができました。
・利用しやすい料金だった。またお願いしたいと思える値段。
・託児室が綺麗で良かったです。

「子どものためのスーパーキッズ・オーケストラ・コンサート」の
託児サービス利用者さま

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
や
春
日
井
市
民
会
館
に

は
、い
ろ
ん
な
土
地
か
ら
、い
ろ
ん
な
お
客
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今月のお客さま vol.3

文化フォーラム春日井・和室にて。
優しいスタッフさんに子供も安心!

Shinzi Katoh展を拝見しに、家族揃ってはる
ばる姫路からやって来ました。いつも優しく可愛
らしいデザインに癒されていますが、この春日井
で生まれていたんですね。来られて感激です!
私がやっているケーキ屋でも、Shinzi Katoh
グッズも販売しており、お客様にも大好評です。
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スーパーキッズ・オーケストラ

（SKO）のことは何一つ知らず、ちょっ

と上手な子どもたちがやっているのか

な、くらいにしか考えていませんでし

た。でも演奏が始まった途端に、打ち

のめされて「甘い認識で申し訳ござい

ませんでした」と脱帽しました。それも

そのはず、指揮者の佐渡裕さんが育

て上げた、小学3年から高校3年まで

の、才能溢れる恐るべき子供たちな

のです。客席の多くの子供たちをより

楽しませるための工夫もあり、SKO
［Report●］テキスト＝伊藤弘子78

FORUM PRESSレポーターによる「わたしレポート」 Report●●はHPで紹介します
www.kasugai-bunka.jp

8079

「若い才能 のびやかに育って！」
の演奏だけでなく、吉田絵奈さんによ

る鍵盤ハーモニカや、春日井児童合

唱団とのコラボもありました。観客が

持ち寄った楽器によるステージと客席

との共演は楽しく、ユニークな企画で

した。プログラムの最後には『花は咲

く』を全員で合唱し、1曲目からアン

コールまで、大空に向かって自由に躍

動する若い才能に、すっかり魅了され

たひとときでした。ここから世界には

ばたいて！ と応援せずにはいられま

せんでした。

ずっと前から「Shinzi Katohのイラ

ストが大好き!」と言っていた私の身の

回りは、シンジ先生デザインのカップや

メモ帳、バッグなどのグッズで溢れてい

ます。本展覧会と、先生のお話を直接

伺える関連企画『Shinzi Katohに聞

いてみよう!』は、飛び上がるほど嬉し

い企画でした。また、先生が春日井在

住と聞いて二重の喜び! 40年以上も

商業デザイナーとして活躍し、海外で

も大人気の先生。アトリエのスタッフに

「楽しくなくなったら、辞めよう」と言って

「デザイナーShinzi Katohの素顔」
いるそうです。そんな先生の言葉からは

「楽しい気持ちから、いろんな発想が生

まれてくるんだよ」という思いを感じまし

た。日々オフィスで起こる苦労はひとつ

まみの塩、それによってかえって甘さが

引き立つのだとか。先生の横に立つス

タッフは少し緊張気味でしたが、先生

は優しく見つめていました。これから全

国で展覧会を開催していきたいとのこ

と。デザイナー Shinzi Katohの画家

としての作品を、これからも楽しみにし

ています。

いつもFORUM PRESSをご愛読いただ
き、ありがとうございます。
今後、より読み応えのある誌面づくりをして
いくため、参考にさせていただきます。
アンケートへのご協力をお願いいたします。

❶かすがい日曜シネマ「ワン チャンス」
 3/29（日）16:45～ ペアチケット［2名様］

❷石井正則 ～Sound of Story～
 4/18（土）16:00～ ペアチケット［2名様］

❸スターキャット直営館（伏見ミリオン座、センチュリーシネマ）
 映画鑑賞ペアチケット［2名様］

回答者プレゼント

抽選で次の1～3のいずれかをプレゼント！！

アンケートの応募締切りは、
2015/3/13（金）〈必着〉

たくさんのご応募、お待ちしております。
※当選は発送をもって代えさせていただきます
※当選者への発送は3月下旬の予定です

どこで情報誌FORUM PRESSを
入手されましたか？

今回のFORUM PRESSで、
面白いと思ったページに□を付けてください

あなたが思う“春日井の魅力”を教えてください

□P.1-2 塔本シスコ展
□P.3-4 石井正則 インタビュー
□P.5-7 茂木大輔の新シリーズ徹底解説 vol.2
□P.8 この漫画を読め! vol.5 合唱
□P.9-10 INFORMATION
□P.11 高校吹奏楽フェスティバル レポート
□P.12 わたしレポート
□P.13 突撃!PiPi提携ショップ『茶楽家われもこう』
□P.14 校歌は地域をうたう vol.14

今後、FORUM PRESSで取り上げてほしい
内容や、ご意見・ご要望をお聞かせください

□ かすがい日曜シネマ「ワン チャンス」ペアチケット
□ 石井正則 ～Sound of Story～
□ スターキャット直営館映画鑑賞ペアチケット

ご希望のプレゼントに 1つ□を付けてください
2015/3/13（金）必着

子どものための
スーパーキッズ・
オーケストラ・コンサート
11/24（月・休）＠春日井市民会館

［Report●］テキスト＝大橋正枝81

Shinzi Katoh
世界に愛される雑貨デザイナー・アーティスト
11/29（土）＠文化フォーラム春日井・ギャラリー

取
材
＝
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
一
日
＠
春
日
井
市
民
会
館

テ
キ
ス
ト
・
写
真
＝
ス
タ
ッ
フ 

後
藤
友
介

春
日
井
市
高
等
学
校
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

青
春
の
舞
台
裏
を
レ
ポ
ー
ト
！

毎
年
十
二
月
に
開
催
し
、
今
回
で
二
十
二
回
目

を
迎
え
た
『
春
日
井
市
高
等
学
校
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』。
春
日
井
市
内
七
つ
の
高
校
吹
奏
楽
部

が
一
堂
に
会
し
、
各
校
の
定
期
演
奏
会
で
は
で
き

な
い
よ
う
な
大
編
成
コ
ラ
ボ
演
奏
や
、
爆
笑
の
学

校
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
企
画
満
載
の
音
楽
祭
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
フ
ェ
ス
、
各
校
の

代
表
部
員
二
名
ず
つ
か
ら
な
る
『
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
』
が
中
心
と
な
り
、
企
画

か
ら
広
報
物
の
作
成
、
当
日
の
舞
台
進
行
ま
で
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
垣
根
を
越
え
た
仲
間
達

と
協
力
し
、
音
楽
を
奏
で
る
喜
び
か
ら
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
成
功
さ
せ
る
感
動
を
分
か
ち
合
う
…
。
真
冬

の
寒
い
中
、
高
校
生
達
の
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

市
民
会
館
は
熱
く
燃
え
ま
し
た
！ 

そ
ん
な
彼
ら
の

一
日
を
お
伝
え
し
ま
す
。

リハーサル
朝礼で先生から喝を入れられ、眠れる魂
が目覚める! リハーサルも全力で!!

第2部「シンフォニック・ステージ」
春日井高校・東高校・南高校の合同演奏で、『マー
チ・ブランニュー・デイ』などを披露。普段の3倍となる
編成は、音圧もスゴイ!

14人の代表部員からなる実
行委員会。「宣伝チーム」
「アンケート作成チーム」「2
分間ＣＭ制作チーム」「アン
コール制作チーム」に分か
れ、先生や財団スタッフの協
力のもと、ワークショップを行
いながら企画を作り上げまし
た。フェスの成功のカギは彼
らが握っている!?

2 分間 CM
各校の活動や演奏会
のお知らせなどを、演
劇や歌を交えて楽し
くＰＲ。各校の個性
がキラリと光る
コーナーです。

空き時間
個人練習に余念のない真面目
な部員達。もうすぐ本番です。手
の空いた人は入場口で配るプ
ログラム準備。グルグル回りな
がらチラシを折り込みます。

指揮棒交換式
この演奏会、『東北支援リレー演奏会』とし
て、各地の吹奏楽演奏会で指揮棒をバトン
リレーし、復興への夢をつないでいます。

第1部「ステージドリル」
いよいよ開演した吹奏楽フェスティバル。最初のステー
ジを飾るのは、春日丘高校吹奏楽部による『ウエスト・
サイド・ストーリー』です。演奏はもとより、ビシっと揃った
隊形は視覚的にも楽しめます。

第3部「ポップス・ステージ」
続いては、商業高校・西高校・高蔵寺高校。
吹奏楽ポップスの父・岩井直溥を偲んで、
彼が編曲した『靴が鳴る』などを合同演奏。

アンコール
お約束（？）のラストは、部員全員で演奏する『負けない
で』。当然舞台に上がりきれないので、客席まで降りて
演奏します。パフォーマンスを交えながら演奏する部員
たちに、観客から惜しみない拍手が送られました。

吹奏楽フェスティバル
実行委員会
（12月10日＠文化フォーラム春日井）

朝8:30
全員集合！

第2部
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各学校で歌い継がれる校歌には、その土地の自
然や歴史などが歌われています。今回は、春日井
市内でも歴史の古い中学校をピックアップ! 歌
詞を手掛かりに、春日井という“まち”に迫ります。

校
歌
は

地
域
を

う
た
う

歌詞からヒントを得て、
“まち”を探訪する

高蔵寺中学校

vol.14

Ｊ
Ｒ
高
蔵
寺
駅
近
く
に
あ
り
、
瀬
戸
市
か
ら

通
学
す
る
生
徒
も
い
る
高
蔵
寺
中
学
校
。
俳

優
・
奥
田
瑛
二
さ
ん
の
母
校
で
も
あ
り
ま
す
。

設
立
当
初
は “

緑
し
た
た
る”

と
い
う
歌
詞
の
と

お
り
原
風
景
の
広
が
る
土
地
で
し
た
が
、
現

在
は
徳
州
会
病
院
が
建
つ
な
ど
、
時
代
と
と

も
に
住
み
や
す
い
街
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
三
番
ま
で
あ
る
校
歌
は
、
各
学
年
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
番
に

出
て
く
る “

若
し”

は
、
入
学
し
て
間
も
な
い

一
年
生
。
二
番
の “

強
し”

は
、
今
ま
さ
に
力

を
蓄
え
て
い
る
二
年
生
。
三
番
の “

固
し”

は

三
年
生
で
、
高
中
生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を

固
め
る
…
と
い
う
意
味
で
す
」
と
語
る
の
は
、

生
徒
会
の
み
な
さ
ん
。
覚
え
や
す
い “

高
中

の
高
中
の
〜”

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
気
持
ち

よ
く
、
歌
っ
て
い
る
と
明
る
く
な
れ
る
そ
う

で
す
。

高蔵寺町北2-596
昭和22年4月開校

春日井市立
高蔵寺中学校

毎年3学期には、3年生への感謝や進路へ向
けた激励の思いを込めたメッセージカードを作成
します。それを主導するのが生徒会。彼らが企画
を考え、1、2年生全員で協力して作り上げます。
今年度は『アナと雪の女王』のキャラクター・オ
ラフを題材にデザイン。オラフには「oh! laugh
（笑う）」という意味があり、3年生の未来が笑顔
でありますように、との願いを込めています。学
年を超えて団結する校風は、『便強会』にも見ら

れます。「便器を一時間かけ
てピカピカに磨くことで心も
磨きます。有志200名くらい
が集まるので、便器が足り
ないくらいです」という生徒
さん達の笑顔も、ピカピカ
輝いています!

生徒会が企画する、応援メッセージ

懐
か
し
い
風
景
と
、

生
徒
た
ち
の
成
長
を
歌
う

同窓会で大合唱!結 卒

歌

●
八
田
川
沿
い
の
遊
歩
道
は
、は
に

わ
が
あ
っ
た
り
和
歌
が
書
か
れ
て
い

た
り
、歩
い
て
い
て
、ほ
ん
わ
か
し
た

気
持
ち
に
な
る
。（
40
代
・
女
性
）

●
名
古
屋
に
も
近
く
若
い
新
婚
さ

ん
も
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
い
ま

す
。（
娘
も
引
越
し
を
考
え
中
）。

（
50
代
・
女
性
）

●
春
日
井
の
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

が
、オ
ー
ル 

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
沈
ん

で
し
ま
わ
ず
、よ
り
生
活
し
や
す
い

街
と
し
て
あ
り
続
け
る
為
の
、住
民

達
の
提
案
や
団
結
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
！！

（
50
代
・
女
性
）

●
王
子
製
紙
の
エ
ン
ト
ツ
を
見
な
が

ら
も
都
会
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し

だ
し
て
い
る
と
こ
ろ
。（
40
代
・
女

性
）

●
名
古
屋
市
に
つ
ぐ
大
都
市
、お
店

が
多
い
。（
40
代
・
男
性
）

●
勝
川
・
鳥
居
松
・
高
蔵
寺
と
拠

点
が
三
か
所
も
あ
る
。サ
ボ
テ
ン
や

書
な
ど
で
他
地
域
と
差
別
化
し
て

情
報
発
信
し
て
い
る
若
い
街
。（
50

代
・
男
性
）

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

ご
紹
介

あ
な
た
が
思
う
春
日
井
の
魅
力

全生徒へのお知らせも、自分たちで作成! 梶田美智枝さん

様々な企画を立てる、生徒会メンバー

『
か
す
が
い
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ
』
で
活
動
す
る
梶
田
さ
ん

は
、
高
蔵
寺
中
学
校
の
卒
業
生
。
学
生
時
代
、
校
舎
の

囲
り
に
は
自
然
が
溢
れ
て
お
り
、
山
の
中
を
駆
け
回
っ

て
遊
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

「
毎
年
の
よ
う
に
同
窓
会
を
開
い
て
は
、
今
も
仲

間
た
ち
と
の
友
好
を
深
め
て
い
ま
す
。
会
の
最

後
は
必
ず
校
歌
を
大
合
唱
！ 

校
歌

を
歌
う
と
あ
の
頃
の
記
憶
が
蘇
り

ま
す
し
、
元
気
に
な
り
ま
す
ね
」

と
目
を
細
め
ま
す
。
モ
ノ
ク
ロ
の
卒

業
ア
ル
バ
ム
は
、
い
つ
ま
で
も
大
切
な
宝
物
で
す
。

3番の歌詞にも出てくる
『敬愛信』の石碑

差
出
有
効
期
限

平
成
27年
3月

31日
ま
で

料
金
受
取
人
払
郵
便

郵
便

は
が

き

春
日
井
局

承
　
　
  認

4
8

6
8

7
9

0

都 道　　　　　　市
府 県　　　　　　郡

歳

お電話 A

ご住所

お名前

フリガナ

※マンション・アパート名まで必ずご記入ください。

会員
番号

※友の会 PiPi に入会されている方は会員番号もお書きください　※ご記入いただいた個人情報は、当財団が、
当財団主催事業のために使用し、それ以外に使用、または第三者に提供することはありません。

3
6
6

5024愛知県春日井市鳥居松町5-44 文化フォーラム春日井
公益財団法人かすがい市民文化財団
　　　　　　 編集部行

（受取人）  編集後記
　
仕事もプライベートも楽しんでいる人達
は、とても魅力的だ。彼らが生み出す作
品からも、そんな気持ちが滲み出てい
て、僕らは観客として楽しく享受させても
らっている。
雑貨デザイナー Shinzi Katohさんは
「自分が創作を楽しめなくなったら、辞め
ようと思う」と言っていた。潔いと思う。
多趣味で知られる石井正則さんは「公
演日はMY自転車を持っていって、会館
周辺を走ろうかな」と言っていた。本番
前でさえ“楽しみを追求する”姿勢は、
純粋に格好良い。年末年始のタイトス
ケジュールと忙しさの中で製作した今
号。それでもみんな楽しく作りました。こ
の仕事が好きだから。それが記事からも
伝われば嬉しいなぁ。（   　  ）

突撃！PiPi提携ショップ

「
出
来
た
て
は
違
い
ま
す
か
ら

ね
」
と
、
店
長
の
後
藤
さ
ん
が
一

生
懸
命〝

捏
ね
る〟

の
は
、
人
気
メ

ニ
ュ
ー
『
わ
ら
び
餅
』。
注
文
を
受

け
て
か
ら
作
る
た
め
、
も
ち
も
ち

し
た
食
感
が
他
で
は
絶
対
に
味
わ

え
な
い
逸
品
で
す
！ 

種
類
豊
富
な

メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
店
の
ス
タ
ッ
フ

さ
ん
達
が
見
つ
け
て
く
る
可
愛
い

陶
器
で
供
さ
れ
ま
す
。
頻
繁
に
入

れ
替
え
さ
れ
る
の
で
、
行
く
た
び

に
違
う
器
と
出
会
え
る
の
も
楽
し

み
の
一
つ
。
ま
た
、
週
替
わ
り
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
も
、
常
連
さ
ん

に
嬉
し
い
楽
し
み
で
す
。「
地
元
を

は
じ
め
、
遠
く
は
京
都
や
長
野
の

作
家
さ
ん
も
展
示
さ
れ
ま
す
」

行
く
た
び
に
新
し
い
喜
び
が
あ

る
、
茶
楽
家
わ
れ
も
こ
う
さ
ん
。

寒
い
こ
の
時
期
に
、
ほ
っ
と
一
息

入
れ
ま
せ
ん
か
？

緑
あ
ふ
れ
る
中
央
公
園
の
横
に
ひ
っ
そ
り
と
佇

み
な
が
ら
も
、
趣
き
の
あ
る
外
観
で
お
客
様
を

お
迎
え
す
る
『
茶
楽
家
わ
れ
も
こ
う
』。
陶
芸

作
品
や
雑
貨
を
週
替
わ
り
で
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
併
設
し
た
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
お
洒
落

カ
フ
ェ
で
す
。
和
風
の
し
つ
ら
え
で
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
が
漂
う
店
内
、
そ
し
て
こ
だ
わ
り
の

陶
器
で
頂
く
珈
琲
。
今
回
は
、
休
日
の
カ
フ
ェ

散
策
を
趣
味
に
す
る
財
団
ス
タ
ッ
フ
瀬
在
が
、

空
腹
を
こ
ら
え
な
が
ら
突
撃
レ
ポ
ー
ト
！

茶楽家 われもこう
春日井市鳥居松町3-42-1
TEL.0568-81-4824
9:00～19:00（日祝は～18:00）
火曜・第2月曜定休
PiPi会員カード提示で会員本人に限り
代金の5％引き

“疲れを癒し、お肌をイキイキとさせるロワイヤルブレンド”など、女子に嬉
しいハーブティーも種類が豊富。落ち着いたお店の雰囲気でいただく美
味しい料理は、心も体もぽっかぽかになります。至福のひとときを是非!

突撃取材を終えて

こだわりの詰まった
隠れ家カフェ

レポート＝
スタッフ 瀬在優実

店長
後藤達也さん

泡立ち珈琲は舌触りなめ
らかで、ふわっと香りが鼻を
抜けていきます

絶品わらび餅は、黒蜜とき
な粉が絶妙に絡み合う

卵焼きタイプのサンドイッ
チは、熱々のふんわり食感

店に馴染む懐かしいストーブ。もう離れら
れない…（笑）

ギャラリー予定表など、告知コーナーも
充実

週替わりのギャラリー展示。
取材時は、花工房 知（とも）
さんによる、ドライフラワーの
アレンジ作品展示でした。
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チケット一般発売初日の販売開始時間
［  9:00～］ ●文化フォーラム春日井2階・文化情報プラザ／窓口販売
［10:00～］ ●かすがい市民文化財団／電話・インターネット予約
 ●チケットぴあ／スポット・電話予約・ 
 　　　　　　　コンビニ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）での直接購入
 ●ローソンチケット／電話予約・ローソン・ミニストップでの直接購入
 ●セブンチケット／セブンイレブン マルチコピー機での直接購入
 ●イープラス／ファミリーマート ファミポートでの直接購入

P

P
P 文化フォーラム春日井春日井市民会館

かすがい市民文化財団 主催事業  チケットインフォメーション

チケット予約方法

2.電話予約

※会員電話先行予約期間のみ、先行予約を受け付けます。
※先行予約日が会員期限内であれば先行予約が可能です。また、チケット購入日が会
員期限内であれば、割引特典が受けられます。

PiPi会員の方（受付時間 9：00～ 17：00）

PiPi会員専用 先行予約電話

 0568-85-6078

※チケット発売初日のみ、10：00からの受け付けとなります。

一般の方（受付時間 9：00～ 21：30）

 0568-85-6868

1.インターネット予約
当財団ホームページから「オンラインチケットの予約・購入」をご利用ください。

※全席指定公演についてはお好きな座席を選べます（一部公演を除く）。

文化はかすがい 検  索

チケット受取方法
1.文化情報プラザで受取り（営業時間 9：00～ 19：00）

文化フォーラム春日井2階の文化情報プラザで、チケットを料金とお引換えください。
取置き期間は2週間です。
※PiPi会員先行予約チケットの受取りは一般発売日以降になります。

2.郵送で受取り（代金引換サービス）
郵便局の代金引換サービスで、ご自宅にチケットをお届けいたします。
チケットと引換えに郵便局員に指定の代金をお支払いください。
※ご予約後、1週間程度でお届けします。日にち・時間の指定はできません。
※チケット代金の他に、代金引換手数料として¥500程度が必要です。

※前売完売の場合、当日券はありません。　※記載価格は税込です。
※予約済チケットや購入済チケットのキャンセル・払戻しはできません。

友の会PiPiは、こんなにお得!!

お電話一本で入会できます! 0568-85-6078

・一般に先駆けて申込み!  ・入場料が1～2割引!
・最新情報をご自宅にお届け!  他にもまだまだ特典あり!

ＪＲ中央本線「春日井駅」
北口より
・名鉄バス「鳥居松」下車すぐ
・徒歩 20分
・無料レンタサイクル 5分
 （日・祝休み）

かすがいシティバスで
お越しの方
・「市役所」下車すぐ

※駐車場は混雑が予想され
ます。なるべく公共交通機関
や乗合せをご利用ください。

レギュラー会員 ¥2,000／ゴールド会員 ¥3,000／プラチナ会員 ¥10,000

交通のご案内
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486-0844 愛知県春日井市鳥居松町5-44  ［休館日］ 月曜日（祝休日の場合は翌平日）

塔本シスコ展 こどもの心を持った おばあちゃん画家

石井正則 インタビュー

茂木大輔の新シリーズ徹底解説 vol.2

この漫画を読め! vol.5 合唱

INFORMATION

高校吹奏楽フェスティバル レポート

わたしレポート

突撃! PiPi提携ショップ『茶楽家われもこう』
校歌は地域をうたうvol.14
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文化フォーラム春日井・ギャラリー

メンテナンス
作業をレポート！
美術展や写真展などの会場として活躍
する『文化フォーラム春日井・ギャラ
リー』。展覧会の合間には、主催される方に気持ちよくご利
用いただけるよう、美術スタッフが会場メンテナンスを行って
います。休館日、あの巨大空間で何が行われているか!? 知
られざる裏側をレポートしました。

まずは壁の掃除。真白な壁は小さな汚
れも目立つので念入りに! 穴はパテで
埋めます

1

次の展覧会の打合せ
表でレイアウト確認。図
面に合わせ、巨大な壁
を必死で移動させます!
息を合わせて１、２の３!

2

高所作業台の組み立ては、大
きな資材を持ち上げるため、危
険です。集中!!

4

こうしてメンテナンスされたギャラリーは、次の展覧会の搬入を待ちま
す。次はどんな展覧会が開催されるのか、スタッフ一同ドキドキワクワク! 
「観るだけじゃなく、展覧会を主催したい」という方には、専門スタッフが
丁寧にアドバイスさせていただきます。お気軽にご相談ください!

5

壁を定位置に移動したら、床
に固定。微調整はほとんどア
クロバット!

3


